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は
じ
め
に

　

二
〇
〇
一
年
（
平
成
一
三
年
）
九
月
一
一
日
に
発
生
し
、
世
界
に
衝
撃
を
与
え
た
「
米

国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
」
か
ら
四
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
各
国
政
府
は
テ
ロ
対

策
を
強
化
し
、
テ
ロ
に
対
す
る
国
際
的
な
取
組
み
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
が
、

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
が
世
界
各
地
で
テ
ロ
を
敢
行
す
る
な
ど
、
テ
ロ
の
脅
威
は
依
然
と
し
て

高
い
状
態
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
五
年
（
一
七
年
）
も
、
七
月
に
は
、
英
国
・
グ
レ
ン
イ
ー
グ
ル
ズ
で
主
要
国
首

脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）
が
開
催
さ
れ
て
い
る
中
、
同
国
の
首
都
ロ
ン
ド
ン
で
、
地
下
鉄
等

の
公
共
交
通
機
関
を
標
的
と
し
た
爆
弾
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
、
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
た

ほ
か
、
一
〇
月
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
で
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
、
邦
人

一
人
も
そ
の
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　

我
が
国
も
、
こ
の
よ
う
な
国
際
テ
ロ
の
脅
威
と
は
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近
年
、
オ

サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
と
さ
れ
る
者
が
発
し
た
声
明
等
で
攻
撃
対
象
と
し
て
名
指
し
さ
れ

た
ほ
か
、「
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
」
関
係
者
が
不
法
に
我
が
国
に
入
出
国
を
繰
り
返
し
て
い
た

こ
と
が
判
明
す
る
な
ど
、
我
が
国
が
テ
ロ
の
標
的
と
さ
れ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
、
警
察
は
、「
テ
ロ
リ
ス
ト
を
国
内
に
入
れ
な
い
」、「
拠
点

を
作
ら
せ
な
い
」、「
テ
ロ
を
起
こ
さ
せ
な
い
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
各
種
国
際
テ
ロ
対
策

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
国
内
外
の
関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
つ
つ
、
ま
た
、

国
民
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
た
措
置
を
講
じ
、
テ

ロ
の
未
然
防
止
に
万
全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。

　

掲
載
内
容
は
二
〇
〇
五
年（
一
七
年
）一
〇
月
末
現
在
の
も
の
で
す
。（
特
に
記
載
の
場
合
を
除
く
。）
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